
全
国
大
学
書
道
学
会
令
和
元
年
度
鳥
取
大
会
を
終
え
て

鳥
取
大
学
　
住 

川
　
英 

明

　
令
和
元
年
九
月
二
十
八
日
（
土
）、
鳥
取
大
学
地
域
学
部
・
同
広
報
セ
ン
タ
ー
を
会
場

と
し
て
、
全
国
大
学
書
道
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
参
加
者
は
、
六
十
三
名
（
会

員
五
十
四
名
、
準
会
員
九
名
）。
開
会
式
・
総
会
開
催
後
、
午
前
中
は
一
会
場
で
研
究
発

表
三
件
、
午
後
は
同
じ
会
場
で
研
究
発
表
二
件
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
斯
学
の
発
展
に
寄
与

す
る
有
意
義
な
発
表
が
あ
り
、
充
実
し
た
討
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
究
発
表
に
続
き
、
大
会
記
念
講
演
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
と
し
て
尾
崎
信
一
郎
先

生
（
鳥
取
県
立
博
物
館
副
館
長
）
を
お
招
き
し
、「
書
と
絵
画
の
接
近
と
決
別
―

一
九
五
〇
年
代
の
前
衛
書
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
す
る
ご
講
演
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
か
つ

て
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
に
ご
勤
務
の
際
に
企
画
さ
れ
た
特
別
展
示
の
内
容
を
ふ
ま
え

て
、
近
年
の
ご
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
前
衛
書
と
抽
象
絵
画

と
の
係
わ
り
合
い
に
つ
い
て
、
多
く
の
作
品
を
た
ど
り
な
が
ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
美
術
関
係
者
に
よ
る
現
代
書
に
つ
い
て
の
講
演
を
お
聴
き
す
る
機
会
は
得
が
た
く
、

参
会
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
月
二
十
七
日
（
金
）
か
ら
二
十
九
日
（
日
）
ま
で
の
書
道
三
学
会
の
会
期
中

に
は
、
学
内
の
広
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
全
国
大
学
書
道
学
会
会
員
書
作
展
」
が
併

催
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
四
点
に
及
ぶ
多
数
の
ご
出
品
を
い
た
だ
き
、
来
場
者
は
三
日
間
で

ほ
ぼ
百
名
を
数
え
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
は
じ
め
、
開
催
に
あ
た
り
ご
支
援
を
い
た
だ
い

た
本
学
及
び
地
域
の
関
係
者
の
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
初
の
開
催
　
鳥
取
大
会

理
事
長
　
横 

田
　
恭 

三

　
昨
年
度
の
滋
賀
大
会
で
は
台
風
の
接
近
で
や
む
な
く
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ

と
、
会
員
各
位
ご
周
知
の
と
お
り
で
す
。
今
年
度
は
記
念
す
べ
き
令
和
元
年
の
大
会
で
も

あ
り
、
無
事
に
開
催
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
天

候
に
恵
ま
れ
、
三
学
会
と
も
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
よ
そ
一
年
前
か

ら
着
々
と
準
備
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
鳥
取
大
学
の
住
川
英
明
先
生
を
は
じ
め
関
係
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
学
会
は
第
二
日
目
、
鳥
取
大
学
地
域
学
部
の
講
義
室
に
て
午
前
中
に
総
会
と

三
名
の
研
究
発
表
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
に
二
名
の
計
五
名
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
日
本
の
研
究
が
三
本
、
中
国
の
研
究
が
二
本
、
該
当
す
る
時
代
も
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
お
り
、
大
変
活
発
な
議
論
も
行
わ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
会
場
の
地
域
性
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
惜
し
む
ら
く
は
若
手
（
二
十
代
、
三
十
代
）

の
発
表
が
や
や
少
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
各
自
の
研
究
成
果
を
発
表
で
き
る
貴
重

な
場
で
す
の
で
、
大
い
に
活
用
し
、
研
究
を
深
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
大
会
記
念
講
演
で
は
、
鳥
取
県
立
博
物
館
副
館
長
の
尾
崎
信
一
郎
先
生
よ
り
演
題
「
書

と
絵
画
の
接
近
と
決
別 

―
一
九
五
〇
年
代
の
前
衛
書
を
め
ぐ
っ
て 

―
」
を
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
五
十
年
代
の
関
西
の
前
衛
的
表
現
者
ら
の
交
流
、
日
本
と
西
洋
の
美
の
交

流
、
前
衛
書
と
ア
メ
リ
カ
美
術
、
書
と
抽
象
絵
画
と
の
接
近
そ
し
て
決
別
、
文
字
性
と
時

間
性
…
…
講
話
は
次
か
ら
次
へ
と
展
開
し
、
森
田
子
龍
・
井
上
有
一
な
ど
の
書
家
の
ほ
か
、

吉
原
治
良
な
ど
の
抽
象
絵
画
作
家
の
名
前
も
挙
が
り
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な
時
間
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
書
作
展
は
、
学
内
の
広
報
セ
ン
タ
ー
　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ
の
会
場
に
五
十
四
点
の
力
作

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て
は
出
品
点
数
が
九
〇
点
を
超
え
る
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

日
程
な
ど
の
関
係
で
大
会
自
体
に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し
い
会
員
諸
氏
で
あ
っ
て
も
、
書

作
展
に
は
ぜ
ひ
出
品
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

出
品
し
や
す
い
条
件
や
環
境
な
ど
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
全
国
大
学
書
道
学
会

会
　
　  

報
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全国大学書道学会　令和元年度（鳥取）大会　次第
開 催 日　　令和元年 9 月 28 日（土）
会　　場　　鳥取大学地域学部・広報センター
開催大学　　鳥取大学
●９：00　受　　付（参加費 会員 3,000 円  準会員（大学院生）2,000 円）

《 開会式・総会 》�  
●９：30 ～ 10：20　開会式・総会（5160 講義室）

１　開会のことば		  鈴木　晴彦（日本大学）
２　開催大学あいさつ	 鳥取大学	 住川　英明　先生
３　副会長あいさつ		  竹之内裕章（佐賀大学名誉教授）
４　理事長あいさつ		  横田　恭三（跡見学園女子大学）
　　＊　総会議長選出		  神野　雄二（熊本大学）
５　議事（審議事項）
　１）平成 30 年度事業報告【資料１】		  杉山　勇人（鎌倉女子大学）
　２）平成 30 年度決算報告【資料２】		  永由　徳夫（群馬大学）
　３）平成 30 年度監査報告	 （代読）	 東　　賢司（愛媛大学）
　４）規約変更・役員改選について【資料３】【資料４】		  横田　恭三（跡見学園女子大学）
　５）令和元年度事業計画（案）【資料５】		  杉山　勇人（鎌倉女子大学）
　６）令和元年度予算（案）【資料６】		  永由　徳夫（群馬大学）
　７）『書の古典と理論』改訂版について		  鈴木　晴彦（日本大学）
　８）その他
６　報告事項
　１）学会誌・会報の発行について		  角田　勝久（新潟大学）
			   小川　博章（淑徳大学）
　２）全国大学書道学会 60 周年記念企画「台北研修旅行」
　　　『王鐸・傅山』の刊行について		  小川　博章（淑徳大学）
　３）新入会員紹介【資料７】		  事務局
　４）次年度開催大学あいさつ		  小西　憲一（香川大学）
　５）その他
７　閉会のことば		  柿木原くみ（相模女子大学名誉教授）

《 研究発表 》�  
● 10：30 ～ 11：00	 研究発表①　司　会：柿木原くみ（相模女子大学名誉教授）
		  日比野五鳳の書風の変遷　― 放ち書きに注目して ―
� 新潟大学大学院現代社会文化研究科博士前期課程１年　佐藤　有紗
● 11：05 ～ 11：35	 研究発表②　司　会：角田　勝久（新潟大学）
		  元朝の避諱に関する一考察　― 趙孟頫を例に ―
� 保善高等学校非常勤講師　早川　桂央
● 11：40 ～ 12：10	 研究発表③　司　会：永由　徳夫（群馬大学）
		  犬養木堂の中国書画碑帖鑑定について
� 相模女子大学専任講師　下田　章平
● 13：10 ～ 13：40	 研究発表④　司　会：鈴木　晴彦（日本大学）
		  狩谷棭斎の金石文研究に関する再検討　―『古京遺文』目録中の記述を中心に ―
� 東京学芸大学准教授　橋本　栄一
● 13：45 ～ 14：15	 研究発表⑤　司　会：小川　博章（淑徳大学）
		  篆書墓誌蓋銘の揮毫者について　― 北魏の同筆墓誌蓋銘に注目して ―
� 愛媛大学教授　東　賢司

《 大会記念講演 》�  
● 14：25 ～ 15：45	 大会記念講演　（会場　5160 講義室）
		  演　題：書と絵画の接近と決別　― 1950 年代の前衛書をめぐって ―
		  講　師：尾崎信一郎　先生（鳥取県立博物館副館長）

《 三学会合同懇親会 》
		  日　時　　９月 28 日（土）　17：00 ～ 19：00
		  場　所　　鳥取大学生協　第１食堂
		  会　費　　4,500 円　準会員（大学院生）3,000 円

《 会員書作展 》
		  会　期　　９月 27 日（金）～９月 29 日（日）９：00 ～ 17：00（27 日（金）は 12：00 ～）
		  会　場　　鳥取大学広報センター　スペースＦ

《 理事会 》
		  日　時　　９月 27 日（金）　18：30 ～ 20：30
		  会　場　　観水庭こぜにや
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《 総会資料 》

資料１ 　　平成 30（2018）年度 事業報告　→　承認

（平成 30 年）	 6 月 1 日 	 	学会誌『大学書道研究』第 11 号、会報、会費払込用紙、平成 30 年度（滋賀）第１次
案内、会員書作展出品要項、他、発送

	 7 月 10 日 	 	大会研究発表申込締切日
	 7 月 14 日 	 	常任理事会／（滋賀）大会、発表者及び発表順、総会議事案、他について
	 8 月 10 日 	 	平成 30 年度会員書作展作品送付締切日
	 8 月 22 日 	 	（滋賀）大会第 2 次案内ほか発送
	 9 月 10 日 	 	『大学書道研究』論文投稿申込締切日
	 9 月 28 日～ 30 日 	 	平成 30 年度会員書作展（滋賀大学教育学部）
	 9 月 28 日 	 	理事会／（滋賀）大会役割分担確認、総会議事検討ほか
	 9 月 29 日 	 	三学会合同懇親会
	 9 月 30 日 	 	（滋賀）大会（総会、研究発表、大会記念講演）→台風 24 号接近のため、大会中止
	 10 月 13 日 	 	臨時研究発表会（跡見学園女子大学文京キャンパス）
	 11 月 10 日 	 	『大学書道研究』投稿論文受付締切日
	 11 月下旬～ 	 	学会誌投稿論文査読
	 12 月 15 日 	 	常任理事会（『大学書道研究』査読結果確認）
	 12 月 25 日～ 27 日 	 	全国大学書道学会 60 周年記念企画「台北研修旅行」

（平成 31 年）	 1 月～ 3 月 	 	学会誌編集
	 3 月 9 日 	 	常任理事会／三学会合同役員会／平成 30 年度（滋賀）大会、平成 31 年度（鳥取）大会

について

資料２ 　　平成 30（2018）年度決算報告　→　承認

A：収入の部
　　１　2017 年度繰越金	 5,191,029 円
　　２　2018 年度会費（246 口）	 1,645,050 円
　　３　『書の古典と理論』印税	 241,596 円
　　４　雑収入
　　　　　臨時研究発表会資料代（跡見学園女子大学）@1,000 円	 11,000 円
　　　　　会員書作展協賛費残金	 67,680 円
　　　　　（協賛費 315,000 円〔@7,000 円× 45 名〕－表装料 247,320 円）
　　預金利子	 12 円	
　　合　計	 7,156,367 円

B：支出の部
　　１　滋賀大会運営補助費	 120,000 円
　　２　滋賀大会会員書作展設営補助費	 87,685 円
　　３　理事会費（会議費・交通費）	 426,577 円
　　４　印刷費（学会誌№ 11. 293,760 会報№ 20. 79,774 № 21. 77,760）	 451,294 円
　　５　通信費	 61,495 円
　　６　事務費（消耗品費・振替手数料等）	 127,893 円
　　７　全国大学書道学会 60 周年企画経費	 890,323 円
　　　　・台北研修旅行　下見旅費・土産代・謝礼等	 345,785 円
　　　　・記念出版『王鐸・傅山』　印刷費・送料等	 544,538 円
　　８　東洋学・アジア研究連絡協議会費	 6,000 円
　　９　ホームページ保守・更新費	 39,960 円	
　　合　計	 2,211,227 円

● A － B（7,156,367 円 － 2,211,227 円）＝ 4,945,140 円（前年度比 － 245,889 円）　※次年度繰越金

	 以上相違ありません。	 令和元年 6 月 9 日	 監　査	 石井　　健　㊞
			   　　同　　	 計良　裕佳　㊞
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資料３ 　　全国大学書道学会規約（案）　→　承認

※第七条について、下線部を一部変更。
第七条　本会に左の役員ならびに各局を置き、会の運営をはかる。

１　会長	 一名
２　副会長	 若干名
３　理事長	 一名
４　副理事長	 若干名
５　常任理事	 若干名
６　理事（各局担当）	 若干名
７　理事（地区担当）	 各地区原則二名
８　監事	 二名
会長・副会長は、理事会の推薦により選出する。
理事長・副理事長・常任理事及び監事は、総会によって選出する。
理事（各局担当）は、必要に応じ、理事長が若干名を指名する。
理事（地区担当）は、各地区から原則二名を選出する。
役員の任期は二年とする。
１　事務局：学会の事務一般に関する業務
２　学術局：投稿論文の査読ならびに学会誌の発行に関する業務
３　編集局：会報の発行ならびに特別企画に関する業務
４　会計局：学会の財務一般に関する業務
各局に常任理事を一名ずつ配置し局長とし、くわえて理事二名ずつを配置し、理事は局長の業務を補佐する。
なお、局付きの理事については、地区担当理事との兼務も可能とする。

付　則　令和元年九月　一部改正

資料４ 　　全国大学書道学会　役員一覧表（案）（令和２年４月から令和４年３月まで）　→　承認

※下線は新任

参　　与	 加藤　達成　　野中　浩俊
会　　長	 竹之内裕章（佐賀大学名誉教授）
副 会 長	 柿木原くみ（相模女子大学名誉教授）
理 事 長	 横田　恭三（跡見学園女子大学）
副理事長	 永由　徳夫（群馬大学）
常任理事	 杉山　勇人（鎌倉女子大学）	 ＊事務局担当：事務局長
	 角田　勝久（新潟大学）	 ＊学術局担当：学術局長
	 小川　博章（淑徳大学）	 ＊編集局担当：編集局長
	 下田　章平（相模女子大学）	 ＊編集局担当
	 尾川　明穂（筑波大学）	 ＊会計局担当：会計局長
理事（各局担当）
	 佐々木佑記（五島美術館）	 ＊事務局担当
	 草津　祐介（都留文科大学）	 ＊事務局担当
	 見城　正訓（静岡大学）	 ＊学術局担当
	 金　　貴粉（国立ハンセン病資料館）	 ＊学術局担当
	 松尾　　治（専修大学）	 ＊編集局担当
	 権田　瞬一（大東文化大学）	 ＊編集局担当
	 田村南海子（安田女子大学）	 ＊会計局担当
	 柳田さやか（東京芸術大学）	 ＊会計局担当
理事（地区担当）　＊各地区原則２名
［北海道］	 西川　竜矢（北海道教育大学旭川校）
［東　北］	 玉澤　友基（岩手大学）	 本田　容子（盛岡大学）
［北　陸］	 小林比出代（信州大学）
［関　東］	 橋本　栄一（東京学芸大学）	 徳泉　さち（東京学芸大学）
［東　海］	 木村　博昭（愛知教育大学）	 中根　安治（岐阜女子大学）
［近　畿］	 岡田　直樹（京都教育大学）	 丸山　果織（神戸松蔭女子学院大学）
［中　国］	 住川　英明（鳥取大学）	 谷口　邦彦（安田女子大学）
［四　国］	 東　　賢司（愛媛大学）	 森上　洋光（四国大学）
［九　州］	 瀬筒　寛之（鹿児島大学）	 山元　宣宏（宮崎大学）

監事	 石井　　健（東京学芸大学）
	 山口　恭子（法政大学）
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資料５ 　　令和元（2019）年度 事業計画（案）　→　承認

（令和元年）
6 月 1 日 	 	『大学書道研究』第 12 号、会報、会費払込用紙、令和元年度（鳥取）大会第 1 次案内、会員書作展

出品要項、発送
7 月 10 日 	 	（鳥取）大会研究発表申込締切日
7 月 13 日 	 	常任理事会／（鳥取）大会、発表者及び発表順、総会議事案等 について）
		 三学会合同役員会
8 月 16 日 	 	令和元年度会員書作展作品送付締切日
8 月 19 日 	 	（鳥取）大会第 2 次案内、発表要旨集、発送
9 月 10 日 	 	学会誌論文投稿申込締切日
9 月 27 日～ 29 日 	 	令和元年度会員書作展（鳥取大学広報センター）
9 月 27 日 	 	理事会／（鳥取）大会、役割分担確認、総会議事検討ほか
9 月 28 日 	 	令和元年度（鳥取）大会（総会、研究発表、記念講演）
9 月 28 日 	 	三学会合同懇親会
11 月 10 日 	 	『大学書道研究』投稿論文受付締切日、学会誌投稿論文査読（11 月下旬～）
12 月下旬 	 	常任理事会（査読結果確認及び学会誌の発行について）

（令和 2 年）
1 月～ 3 月 	 	『大学書道研究』第 13 号編集
3 月中旬 	 	常任理事会・三学会合同役員会／（鳥取）大会、令和 2 年度大会についていて

資料６ 　　令和元（2019）年度 予算（案）　→　承認

A：収入の部
　　１　2018 年度繰越金	 4,945,140 円
　　２　2019 年度会費（200 口）	 1,200,000 円
　　３　『書の古典と理論』印税	 250,000 円
　　４　雑収入（預金利子等）	 5 円	
　　合　計	 6,395,145 円

B：支出の部
　　１　鳥取大会運営補助費・謝金	 150,000 円
　　２　理事会費・テキスト編集委員会費（会議費・交通費）	 800,000 円
　　３　印刷費　（学会誌№ 12. 会報№ 22. № 23.）	 600,000 円
　　４　通信費	 100,000 円
　　５　事務費（消耗品費・振替手数料）	 150,000 円
　　６　東洋学・アジア研究連絡協議会費	 2,000 円
　　７　ホームページ更新費	 40,000 円
　　８　予備費	 4,553,145 円	
　　合　計	 6,395,145 円

資料７ 　　会員の異動（新入会員・準会員／退会・退会申出者）
《 会　　員 》			  出野　文莉　　大阪教育大学
			   田ノ岡大雄　　四国大学
			   松原　直也　　岐阜県立岐阜農林高等学校・東京学芸大学大学院　／推薦者：加藤 泰弘

《 準会員 》			   佐藤　有紗　　新潟大学大学院博士前期課程　／推薦者：角田　勝久
			   福原　真子　　武蔵野大学大学院修士課程　　／推薦者：廣瀬　裕之
			   高　　蓓萱　　武蔵野大学大学院修士課程　　／推薦者：廣瀬　裕之

《 退会・退会申出者 》	 久多見　健　　小浜　大明　　須田　義樹　　髙橋　佑太　　西山　明美　　福光　佐今
			   蓑毛　政雄　　村山　昌央　　和田　幸大
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秀
聡

三
重
県

県
立
亀
山
高
等
学
校

竹
之
内
裕
章

佐
賀
県

佐
賀
大
学
名
誉
教
授

立
石
　
充

徳
島
県

徳
島
県
立
文
学
書
道
館

谷
口
　
邦
彦

広
島
県

安
田
女
子
大
学

谷
橋
　
由
花

北
海
道

田
ノ
岡
大
雄

徳
島
県

四
国
大
学

田
畑
　
理
恵

東
京
都

川
村
学
園
女
子
大
学

玉
澤
　
友
基

岩
手
県

岩
手
大
学

田
村
南
海
子

広
島
県

安
田
女
子
大
学

淡
海
書
道
文
化
専
門
学
校

滋
賀
県

丁
　
　
磊

京
都
府

佛
教
大
学
大
学
院

出
野
　
文
莉

奈
良
県

大
阪
教
育
大
学

塚
本
　
宏

東
京
都

和
洋
女
子
大
学
名
誉
教
授

辻
　
　
尚
子

徳
島
県

四
国
大
学

津
田
　
好
一

埼
玉
県

二
松
学
舎
大
学

角
田
　
勝
久

新
潟
県

新
潟
大
学
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新入会員推薦のお願いならびに入会申し込みについて

会員の皆様から、新入会員（準会員）をご推薦いただき、本会の一層の充実を図りたいと考えております。全国大学書道学会ホームページより
申込用紙をダウンロードし、お申し込みいただきたくお願い申し上げます。

〈入会手続き〉
※	「新入会員用会員原票（入会申込書）」に必要事項を記入の上、会計局（下記所在地）まで郵送または FAX（027 ― 220 ― 7235）を送信して

ください。
※	年会費は、会員 6,000 円、準会員 5,000 円です。なお、大学院生（準会員）は、大学院修了後は、会員の資格として扱います。
※	送金は、事務局・会計担当まで郵便振替振込用紙（赤色用紙）をご請求いただき、郵便振替にてお願いいたします。（用紙の通信欄に「新入会員

入会年度年会費」もしくは「新入準会員入会年度年会費」と明記してください。）
※	振込先は下記の通りです。

■ 口座番号	 00110 ― 9 ― 613810　　　■ 加入者名　全国大学書道学会

〈会計局〉	 〒 371―8510　群馬県前橋市荒牧町 4 ― 2
	 TEL／FAX　027 ― 220 ― 7235　　群馬大学教育学部書論・書道史研究室（永由　徳夫）

※	

氏
名
を
五
十
音
順
に
配
列
し
、
居
住
地
の
都
道
府

県
名
、
所
属
を
記
し
ま
し
た
。
所
属
に
つ
い
て
、

変
更
の
申
し
出
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
昨
年
度

の
一
覧
に
掲
載
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※	

氏
名
・
都
道
府
県
・
所
属
に
変
更
あ
る
い
は
誤
り

が
あ
る
場
合
、
記
載
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
、
会
計

局
ま
で
文
書
・
メ
ー
ル
に
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※	
現
在
、
大
会
案
内
・
学
会
誌
・
会
報
等
は
メ
ー
ル

便
で
送
付
し
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
・
転
居
の
場

合
は
新
住
所
・
転
居
先
を
速
や
か
に
会
計
局
宛
に

文
書
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
正
確
・
迅
速
な
発

送
を
期
す
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

津
村
　
幸
恵

千
葉
県

千
葉
大
学

徳
泉
　
さ
ち

東
京
都

東
京
学
芸
大
学

利
光
亜
希
子

福
岡
県

筑
紫
女
学
園
高
等
学
校

土
橋
　
幸
正

広
島
県

比
治
山
大
学
名
誉
教
授

飛
田
　
博
昭

茨
城
県

県
立
太
田
第
一
高
等
学
校

登
丸
　
昌
子

神
奈
川
県
横
浜
国
立
大
学
附
属
横
浜
小
学
校

豊
口
　
和
士

神
奈
川
県
文
教
大
学

豊
島
　
嘉
穂

福
岡
県

四
国
大
学

豊
田
　
宗
児

奈
良
県

奈
良
教
育
大
学

鳥
本
　
純
平

京
都
府

府
立
洛
西
高
等
学
校

仲
川
　
恭
司

埼
玉
県

元
専
修
大
学

中
嶋
　
久
美

青
森
県

弘
前
大
学

中
根
　
安
治

愛
知
県

岐
阜
女
子
大
学

中
村
　
薫

東
京
都

大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所

中
村
　
史
朗

京
都
府

滋
賀
大
学

長
尾
　
秀
則

京
都
府

佛
教
大
学

長
野
　
秀
章

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授

永
由
　
徳
夫

東
京
都

群
馬
大
学

名
部
　
勝
美

滋
賀
県

淡
海
書
道
文
化
専
門
学
校

浪
田
美
智
枝

北
海
道

成
瀬
　
靖
子

東
京
都

都
立
竹
早
高
等
学
校

西
川
　
竜
矢

北
海
道

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

仁
田
幸
一
郎

東
京
都

野
田
　
悟

和
歌
山
県
高
野
山
大
学

野
中
　
浩
俊

新
潟
県

岐
阜
女
子
大
学

信
廣
　
友
江

広
島
県

安
田
女
子
大
学

橋
本
　
栄
一

埼
玉
県

東
京
学
芸
大
学

蓮
見
　
行
廣

東
京
都

東
洋
大
学

長
谷
川
千
栄
子

神
奈
川
県
県
立
藤
沢
総
合
高
等
学
校

服
部
　
一
啓

福
岡
県

福
岡
教
育
大
学

濱
田
　
瑞
美

神
奈
川
県
横
浜
美
術
大
学

濱
田
　
尚
文

千
葉
県

県
立
市
原
高
等
学
校

早
川
　
桂
央

埼
玉
県

保
善
高
等
学
校

林
田
俊
一
郎

熊
本
県

尚
絅
大
学

東
　
　
賢
司

愛
媛
県

愛
媛
大
学

東
野
　
敏
夫

大
阪
府

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

樋
口
　
咲
子

群
馬
県

千
葉
大
学

備
前
　
徹

東
京
都

専
修
大
学

日
高
　
拓
哉

福
岡
県

福
岡
教
育
大
学
大
学
院

平
形
　
精
一

静
岡
県

静
岡
大
学
名
誉
教
授

平
田
　
光
彦

兵
庫
県

武
庫
川
女
子
大
学

廣
瀬
　
裕
之

東
京
都

武
蔵
野
大
学

福
井
　
淳
哉

東
京
都

帝
京
大
学

福
島
　
一
浩

東
京
都

二
松
学
舎
大
学

福
原
　
真
子

東
京
都

武
蔵
野
大
学
大
学
院

藤
井
俊
太
朗

群
馬
県

共
愛
学
園
高
等
学
校

藤
森
　
大
雅

埼
玉
県

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所

細
谷
　
惠
志

千
葉
県

立
正
大
学

ボ
ボ
ル
ィ
ー
キ
ナ 

エ
カ
テ
リ
ー
ナ

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
大
学
院

本
多
　
和
宏

千
葉
県

県
立
柏
井
高
等
学
校

本
田
　
容
子

岩
手
県

盛
岡
大
学

前
川
　
知
里

東
京
都

大
東
文
化
大
学
大
学
院

牧
野
　
浩
二

大
阪
府

四
天
王
寺
大
学

増
田
　
尚
子

千
葉
県

早
稲
田
実
業
学
校
初
等
部

松
浦
　
貢

埼
玉
県

東
洋
大
学

松
尾
　
治

埼
玉
県

専
修
大
学

松
原
　
直
也

東
京
都

県
立
岐
阜
農
林
高
等
学
校

松
本
　
貴
子

千
葉
県

大
東
文
化
大
学

松
本
　
仁
志

広
島
県

広
島
大
学

松
本
　
美
惠

兵
庫
県

関
西
大
学
大
学
院

丸
山
　
果
織

兵
庫
県

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

三
浦
　
拓
眞

愛
知
県

県
立
西
尾
東
高
等
学
校

三
井
　
忠
大

東
京
都

陽
山
美
術
館

宮
澤
　
正
明

山
梨
県

山
梨
大
学
特
任
教
授

森
　
　
哲
之

広
島
県

広
島
文
教
大
学

森
岡
　
隆

茨
城
県

筑
波
大
学

森
上
　
洋
光

徳
島
県

四
国
大
学

森
下
　
弘

広
島
県

安
田
女
子
大
学

森
山
　
秀
吉

熊
本
県

熊
本
県
立
大
学

安
　
　
裕
明

茨
城
県

茨
城
大
学

安
原
　
亜
悠

岡
山
県

県
立
玉
島
高
等
学
校

柳
田
さ
や
か

神
奈
川
県
東
京
藝
術
大
学

矢
原
　
徳
子

広
島
県

山
内
　
常
正

静
岡
県

静
岡
大
学

山
口
　
恭
子

東
京
都

法
政
大
学

山
崎
真
由
美

東
京
都

都
立
新
宿
高
等
学
校

山
下
　
由
季

東
京
都

東
京
学
芸
大
学

山
田
　
典
生

福
井
県
　
福
井
大
学

山
本
　
彩

広
島
県

筆
の
里
工
房

山
本
　
興

島
根
県

県
立
松
江
農
林
高
等
学
校

山
元
　
宣
宏

宮
崎
県

宮
崎
大
学

山
本
ま
り
子

東
京
都

お
茶
の
水
女
子
大
学

山
本
　
祐
司

愛
知
県

中
部
大
学

湯
川
　
恵
子

千
葉
県

日
本
放
送
協
会
学
園

横
倉
　
佳
男

神
奈
川
県
國
學
院
大
学

横
田
　
恭
三

埼
玉
県

跡
見
学
園
女
子
大
学

吉
澤
　
義
和

埼
玉
県

元
文
教
大
学

吉
田
　
真

東
京
都

日
本
パ
ソ
コ
ン
能
力
検
定
委
員
会

和
田
　
圭
壮

福
岡
県

福
岡
教
育
大
学

渡
瀬
　
仁

静
岡
県

渡
邉
　
亮
太

東
京
都

大
東
文
化
大
学
大
学
院

※
二
〇
一
九
年
度
大
会
開
催
後
の
新
入
会
員

内
山
　
裕
美

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
大
学
院

押
野
　
加
奈

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
大
学
院

久
保
田
陽
子

岩
手
県

岩
手
大
学

田
中
　
有
紗

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
大
学
院

田
中
　
秀
征

東
京
都

東
京
学
芸
大
学
大
学
院

横
山
　
佳
通

静
岡
県

名
古
屋
芸
術
大
学

（
十
二
月
十
五
日
理
事
会
承
認
）

総
会
員
数　

二
五
一
名

（
二
〇
一
九
年
十
二
月
末
日
現
在
）
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令
和
元
年
度

全
国
大
学
書
道
学
会
会
員
書
作
展

会  

期　
　

令
和
元
年
九
月
二
十
七
日
（
金
）
〜
九
月
二
十
九
日
（
日
）

会  

場　
　

鳥
取
大
学
広
報
セ
ン
タ
ー　

ス
ペ
ー
ス
Ｆ

２ 

恵
風
　
岡
野
屋
宏
一 （
桐
朋
女
子
中
・
高
等
学
校
）

１ 

全
善
　
五
十
嵐
も
も
こ （
都
立
世
田
谷
総
合
高
等
学
校
）

３ 

東
風
解
凍
　
岡
村
浩 （
新
潟
大
学
）

４ 

尋
隠
者
不
偶 （
賈
島
詩
）　
小
川
博
章 （
淑
徳
大
学
）

５ 

大
伴
家
持
の
歌
　
柿
木
原
く
み （
相
模
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

６ 
主
人
公
　
加
藤
達
成 （
本
会
参
与
）

8
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７ 

安
可
眠
　
金
田
充
康 （
佛
教
大
学
）

８ 

林
泉
　
清
兼
孝
生 （
北
海
学
園
大
学
）

９ 

故
城
秋
　
見
城
正
訓 （
静
岡
大
学
）

10 

月
夜
の
葦
が
折
れ
と
る
　
高
蓓
萱 （
武
蔵
野
大
学
）

11 

百
尺
竿
頭
進
歩 

十
方
世
界
全
身
　
小
西
憲
一 （
香
川
大
学
）

12 

近
業
四
種
　
小
林
拓
也 （
大
妻
中
野
中
・
高
等
学
校
）

9
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15 

岡
橙
里
の
歌
　
齋
木
久
美 （
茨
城
大
学
）

17 

澄
心
　
渋
谷
美
登
里 （
静
岡
大
学
）

13 

賀
扇
動
清
風
　
小
林
比
出
代 （
信
州
大
学
）

14 

胡
皓
詩
　
権
田
瞬
一 （
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
）

16 

松
尾
芭
蕉
の
句
　
佐
藤
有
紗 （
新
潟
大
学
）

18 

和
泉
式
部
の
う
た
　
清
水
文
博 （
新
潟
大
学
） 
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22 

文
徴
明
「
采
蓮
図
」
よ
り
　
住
川
英
明 （
鳥
取
大
学
）

24 

百
人
一
首 

大
江
千
里
の
歌
　
染
谷
慶
子 （
東
洋
大
学
）

20 

放
哉
の
句
　
杉
崎
哲
子 （
静
岡
大
学
）

23 

戒
昱
詩
　
芹
澤
麻
美
子 （
千
葉
大
学
附
属
小
学
校
）

19 

雪
月
花
　
神
野
雄
二 （
熊
本
大
学
）

21 

不
惑
　
杉
山
勇
人 （
鎌
倉
女
子
大
学
短
期
大
学
部
）
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28 

良
寛
の
語
　
土
橋
幸
正 （
比
治
山
大
学
名
誉
教
授
）

30 

舞
　
中
根
安
治 （
岐
阜
女
子
大
学
）

26 

寒
山
　
角
田
勝
久 （
新
潟
大
学
）

27 

空
蟬
　
徳
泉
さ
ち （
東
京
学
芸
大
学
）

29 

い
ざ
行
か
む
　
豊
口
和
士 （
文
教
大
学
）

25 

長
樂
絶
頂
　
塚
本
宏 （
和
洋
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
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32 

閑
逐
野
雲
帰
　
中
村
史
朗 （
滋
賀
大
学
）

34 

張
若
虚
「
春
江
花
月
夜
」
の
一
句
　
浪
田
美
智
枝 （
元
北
海
学
園
大
学
）

36 

獨
娯
　
野
中
浩
俊 （
岐
阜
女
子
大
学
）

31 

四
字
句
　
長
野
秀
章 （
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
授
）

33 

墨
花
　
永
由
徳
夫 （
群
馬
大
学
）

35 

ず
ぶ
ぬ
れ
て
犬
こ
ろ
　
西
川
竜
矢 （
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
）
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40 

白
楽
天
詩
　
早
川
桂
央 （
保
善
高
等
学
校
）

42 

初
春
の
令
月
に
し
て
　
樋
口
咲
子 （
千
葉
大
学
）

38 

心
声
　
橋
本
栄
一 （
東
京
学
芸
大
学
）

41 

風
和
　
林
田
俊
一
郎 （
尚
絅
大
学
）

39 

紫
電
　
服
部
一
啓 （
福
岡
教
育
大
学
）

37 

無
尽
　
信
廣
友
江 （
安
田
女
子
大
学
）
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43 

令
和
　
平
形
精
一 （
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

45 

尾
崎
放
哉
の
句
「
蓮
の
葉
」　
福
原
真
子 （
武
蔵
野
大
学
）

46 

紲
（
き
ず
な
）　
本
田
容
子 （
盛
岡
大
学
）

47 

臨
祭
姪
文
稿
　
松
尾
治 （
専
修
大
学
）

48 

紫
苑
　
松
本
貴
子 （
大
東
文
化
大
学
）

44 

尾
崎
放
哉
の
句
　
廣
瀬
裕
之 （
武
蔵
野
大
学
）
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52 

忘
れ
じ
の
　
柳
田
さ
や
か （
東
京
藝
術
大
学
）

53 

雲
湖
　
山
下
由
季 （
東
京
学
芸
大
学
）

54 

積
土
成
山
　
横
田
恭
三 （
跡
見
学
園
女
子
大
学
）

51 

自
問
　
森
哲
之 （
広
島
文
教
大
学
）

49 

小
倉
百
人
一
首
よ
り
　
三
井
忠
大 （（
一
財
）
陽
山
美
術
館
）

50 

霊
雨
石
語
　
森
上
洋
光 （
四
国
大
学
）
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